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１ 平成 18 年度消防局予算要求総括表 

 

 【一般会計】 

 
（単位：百万円） 

区 分 

平成 17年度 

予 算 額 

Ａ 

平成 18年度 

要 求 額 

Ｂ 

増▲減額 

Ｂ－Ａ 

増減率 

（Ｂ－Ａ）／Ａ

総務部 
４，９０７

(４，２０８)

５，０２１

(４，３１８)

１１４ 

（１１０） 

２．３％

（２．６％）

  

  

  

  

  

合  計 
４，９０７

(４，２０８)

５，０２１

(４，３１８)

１１４ 

（１１０） 

２．３％

（２．６％）

※ １（  ）内は一般財源額 

※ ２ 項目ごとに四捨五入を行っているため総額と内訳が一致しない場合がある 
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２ 18 年度予算要求にあたっての基本的考え方 

 

 

 

 

 

 １ 経営資源（施設・装備）の充実  

 

 

 

 

 ２ 各種災害への対応力の強化  

 

 

 

 

 

 3 救急救命等の充実  

 

 

 

 

 

○ 老朽化が進んでいる消防施設、消防車両等の計画的な維持管理、更新及び

各種装備の技術進歩に伴う軽量化・省力化を推進することにより迅速・的確

な災害対応を図る。 
 

○ ヘリコプターの持つ機動力を最大限に発揮するために、大規模な機体構造の

点検整備を行うとともに、点検整備期間中に機体を借用して、各種災害に即

応できる体制を確保する。 
 
○ 全国の消防職員に対する救助技術の向上及び技術研さんを目的として札幌

市で開催される全国消防救助技術大会を支援する。 

 市民生活の安全と安心を確保することは、まちづくりの基本であるという認

識のもとに、消防局は、1,800 人余の職員と約 200 台の緊急消防車両に代表され

る機動力、加えて 24 時間勤務体制という組織力をもって「安全・安心を誇れる

街さっぽろ」の創造をめざし、18 年度予算は次の３つの施策を柱として、消防・

防災体制を充実してまいります。 

○ 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を含めた応急手当の普及啓発を実施するとと

もに、不特定多数の市民が出入りする施設等へＡＥＤの普及を図る。 
 
○ 増加の一途をたどっている救急件数に対応するために、救急車適正利用の推

進についてのＰＲの実施、転院搬送の適正化についての検討を行うととも

に、救急隊を１隊増強し救急体制の充実を図る。 
 
○ 救急救命士による気管挿管や薬剤投与など、救急業務の高度化に向けた体制

整備や資器材導入を行う。 
 

「安全・安心を誇れる街さっぽろ」の創造 
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３ 予算要求の重点事項 
 

 

    

 

 
ア 消防署所庁舎保全改修（総務部）   ９３百万円【配分】 

消防・防災活動の拠点として位置付けられている署所の機能を維持するために、

庁舎の保全改修を行う。 

イ はしご車重整備（総務部）      ２１百万円【配分】 

はしご付消防自動車の主要部分の分解整備を行う。 

ウ 消防車両購入（総務部）         ４２７百万円【配分】 

長期使用に伴い機能低下が著しいなど、使用に耐えられない消防車両８台の更

新を行う。  

  

 

 

 

ア 消防ヘリコプター点検整備（警防部） 

                    ２９１百万円【その他、レベルアップ】 

大規模な機体構造の点検整備を行うとともに、長期整備期間中に機体を借用し

て、各種災害に即応できる体制を確保する。 

イ 耐震性貯水槽整備（警防部）        ３９百万円【配分】 

阪神淡路大震災を教訓に、大規模地震災害などの発生時における消防水利とし

て耐震性貯水槽を整備する。   

ウ 第 35 回全国消防救助技術大会実行委員会補助金（総務部） 

        １５百万円【その他、新規】 

全国の消防職員に対する救助技術の向上及び技術研さんを目的として、例年全

国の主要都市で開催されている全国消防救助技術大会が札幌市で開催されること

から、実行委員会に対して助成を行う。 

 

 

 「安全・安心を誇れる街さっぽろ」の創造 

１ 経営資源（施設・装備）の充実 
                 ５４１百万円（５７５百万円） 

注：（ ）内は 17 年度予算額

２ 各種災害への対応力の強化 
                  ３４５百万円（４０百万円） 

注：（ ）内は 17 年度予算額
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ア まちの救急スポット推進（警防部）   １百万円【配分、新規】 

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）1が設置され、かつ応急手当の普及講習（普通

救命講習等）を修了した従業員等が勤務している事業所に「認定証」及び「ス

テッカー」を交付・表示し、救命効果の向上を図る。 

イ 救急車適正利用推進（警防部）     ３百万円【配分、新規】 

救急車の適正利用に関する市民ＰＲの推進を図るとともに、救急需要が増えて

いる要因及び救急統計に関する調査分析を行う。 

ウ 救急業務高度化推進（警防部）     ５０百万円【新まち等、レベルアップ】 

救急救命士による気管挿管2や薬剤投与3の実施など、救急業務の高度化に向けた

体制整備や資器材の導入を図る。 

エ 救急隊増強整備（警防部）       ３８百万円【新まち等、新規】 

救急車の要請件数が年々増加の一途をたどっていることから、救急隊を１隊増

強して救急体制の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

                                                  
1 ＡＥＤ・・・自動体外式除細動器の略。突然死の原因の一つである心室細動という重症の不整脈を治

療する医療機器であり、傷病者の心電図を自動解析し、電気ショックが必要な場合に限

って実施者に対して音声指示を出し、それ以外の場合には電気ショックが行われないよ

う安全性が確保されているもの。 
2気管挿管・・・気管挿管とは、心肺停止の傷病者の肺につながる気管に直接チューブを挿入して気道確

保するもので、62 時間の講習と手術室で 30 症例の実習を修了した救急救命士が、平成

16 年 7 月 1日から実施可能となったもの。 
3薬剤投与・・・薬剤投与とは、心臓停止の傷病者の救命に寄与するエピネフリンという強心剤を使用す

るもので、170 時間の講習と 50 時間の病院実習を修了した救急救命士が平成 18 年 4 月

1 日から実施可能となるもの。 

３ 救急救命等の充実 

                   ９２百万円（４５百万円） 
注：（ ）内は 17 年度予算額
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４ 事務事業の総点検 
事務事業の見直し 
◎内部効率 
■一般事務費等の節減 

＜見直し額 135百万円＞ 
■ 施設維持管理業務の見直しによる節減 

＜見直し額 15百万円＞ 

■ 本市の環境方針に基づき、冷暖房の抑制による節減 
＜見直し額  6百万円＞ 

 


